














































































































































































































































うなものなのかを、私 なりに 整 理 をしてみま
す。その前に、実はいつ頃から、大学改革は批
判 されているのか、大 学 は 批 判 されているの
か、ということです。私が色々と調べていきま
すと、こんな資料にぶち当たりました。それは































































































































































































　第 7 は、学 生 に 対 するフィードバックや 助
言・指導・支援が継続的に行われているかどう
かです。アメリカでは、アクティブラーニング





















































































































































































































































































































































































































































































































































している」という質問です。 １ 番と 2 番に○を
付けた方は？多数派ですね。 3 番と 4 番に○を
付けた方は？若干ですね。次は「自分の成績の
付け方に自信がある」という質問です。 １ 番と









視 する 比 率 は、0.6% でしかありません。その
ほか、大学での専攻が0.9%、推薦状も2.１% で
す。私たちの推薦状はゴミみたいなものです。































で 主 流 をなしている 訳 ではありません。例 え
ば、教育再生推進会議で出てきているのが、今
日の新聞の一面を飾っていた英語テストです。
小学校 3 年生から授業外でやって、 ５ ・ 6 年生



























































































































































































つきが出ます。せいぜい「 4 」と「 3 」や「 3 」




















































































































































































































































とを 積 み 重 ねていくということでやっていま
す。また、私たちの成果についても、もっと広

























ので、全 員 に 授 業 をやっていることになりま
す。私が最初に学生に対して「君たちは私から
指名されて発言したいとは思っていないはずだ










ます。そのような 学 生 を 広 げていくためには
色々な仕組みを考え、教授法や学修方法を組織
的に導入する必要があります。その結果、学修
の成果が大学としての目標に近づいていくので
はないかと思います。
　是非、皆様方におかれましても、私たちの事
例が成功例とまでは到底申し上げられません
が、懲りずにコツコツとやっていく、小さいこ
101基調講演「第11回FDフォ－ラム」

